
１－２．帯屋町公園の現状背景

１－１．高知市中心市街地の背景

１．計画の背景 ２．　計画の目的
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　高知の中心市街地では近年、ダイエーの撤退や
映画館の閉鎖などで徐々に空洞化が進み、街とし
ての賑わいに陰りが生じつつあることが懸念され
ている。帯屋町アーケードを取り巻く問題点とし
て以下の項目が挙げられる。

・西武デパート、ダイエーの撤退
・有料駐車場問題
・帯屋町公園の知名度の低さ
・中心街のメイン公園が中央公園という認識
・おびさんロードの知名度の低さ
・イオン高知店開店による商店街への影響
　
　これらの高知の中心市街地を取り巻く背景か
ら、客足がイオン高知店に取られ、人が遠のいて
しまった現状のままでは高知市は中心都市という
重要な核を失ってしまう事に繋がるだろう。

　そんな中、跡地利用が決まらないまま空洞化し
ていたダイエー跡地が図書館に、追手前小学校の
土地を大規模な駐車場にする、という計画が立ち
上った事を受け、本計画では上記の計画が竣工さ
れたという前提で計画していく。
　それにあたり、追手前小学校跡地に大規模な駐
車場が出来ると同時に、大規模な駐輪場が設置さ
れる事で帯屋町商店街のメイン駐輪場となる。
　それによって帯屋町公園の地下駐輪場は利用者
が激減し、使われなくなると仮定する。
　そうすると帯屋町公園は機能の根幹を失い、地
下部分が空洞化してしまい、無駄なスペースが生
まれてしまう等の問題が湧き上がる。
　
　こうした問題を解決する為、帯屋町公園及び
アーケードに面した細い路地を計画敷地として選
定する。
　　
　
　
　帯屋町公園はおびさんロードに面しているが、
おびさんロード商店街は帯屋町商店街の裏通り的
なイメージがあるため知名度が低く、その為帯屋
町公園も知名度が低い。
　上記のイメージを払拭する為に帯屋町公園を中
心にし、小さいながらも色々なイベントを催して
きた。
　しかしまだ裏通り的イメージが払拭されきれて
ない事や、帯屋町商店街とおびさんロードを繋ぐ
要素になりうる帯屋町公園が閑散としている事、
アーケードから公園へと続く路地は狭く、地下駐
輪場を利用したくない人達の違法駐輪自転車が目
立ち、両側に背の高いビルが立ち並ぶ為、日当た
りが悪く、あまり光の射さない薄暗い場所である。
 この細い路地を抜けると帯屋町公園に繋がる階
段があり、GL レベルから 1200 ㎜高い位置に創ら
れている。この階段が視野を遮り、高い位置に公
園を配置している事で、この場所がおびさんロー
ドと帯屋町商店街を分断させている要素になって
いるのではないかと考えた。
　次項目ではこの背景を受け、対策を考える。

　現在の帯屋町公園の機能を大きく３つの機能で
構成されている。１.地下駐輪場、２.休憩所、３．
イベント会場である。

　地下駐輪場は利用時間に制限があり、午後 10
時半以降は自転車の出し入れが不可能である為、
深夜まで用事のある人等は地下駐輪場を利用しな
いので路上駐輪になってしまう。
　
　イベント会場に使われる頻度は中央公園に比べ
るとはるかに少なく、規模も小さい上に使用用途
を取ってもあまり使い道がない。

 　おびさんロードは「アート」に特化したお洒
落な蚤の市をテーマにしている。しかし、そのイ
メージは一部にしか波及しておらず、イベントも
中央公園と比べたまにしか行われない。「アート
に特化したおびさんロード」というイメージが根
付くよう、高知ならではのアーティスティックな
公園にリニューアルする。

　そして現状では分断されている帯屋町商店街と
おびさんロードを繋げる為の「核」となるように
し、街と街を繋ぐ中心になりうる公園を計画する。

　また、上記に記した公園の問題点を改善し、さ
らに未来に向け、新しい利用方法や機能を備えた
公園を提案する。

図２.選定敷地現状配置図

図３.計画配置図

密集市街地における小規模公園の未来に繋がる利用法
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普通の公園にはない屋外浴室ルーム 穴があったら入りたい人の為の場 ひっそりと存在する小さな教会

寝ころんで休憩できる場

曲線の壁を利用したアートギャラリー おびさんロードのアーティスト達が利用出来るアトリエ

外でゆっくり食事出来るスペース

３．　空間構成

　３種類の高さや形が違う帯状の壁を
曲線に曲げる事で成り立つ幾何学的な
フォルム。
　高さを変化させる事で目線の移りに
変化をもたせ、景色の見え方を楽しま
せる事が出来る。　
 曲線から生み出される様々な形の空
間は、大きさや形によって色々な機能
を持たせ、従来の公園にない新しい公
園を演出する。

３種類の帯状の壁

現状では繋がりが見えない

地下空間

４．　コンセプト

遊び

遊具のない公園に楽しさを与える。
・普通よりも高い段差で足腰の運動
・ことわざを反映した変わった空間を作る。
・普通の公園にはないものを置く。

休憩

本来の帯屋町公園の機能をより昇華させた
場所の計画。
・一人を楽しむ場・一人になれる場
・寝ころべる場
・食事楽しめる場

アート・趣味

おびさんロードはアーチストの街。アーチス
トの作品を紹介できる場・手掛ける場を作る。
趣味を楽しむ場を与える。
・アトリエ
・ギャラリー
・キッチン

アーケード

おびさんロード

GL レベルで繋がりを持たす 公園の地下空間に様々な機能を持たす

４－２．機能コンセプト

４－１．全体コンセプト

　曲線から生まれた大小のアーチ状の空間に、「人が生まれてから行う行動」を反映した空間を計画事によ
り下記３つの機能にわけた。

　GL レベルの一本道を路地からおびさんロードまで通す事で、従来の公園では路地からおびさんロードが
見えなかったが、おびさんロードや公園を一望出来るようにした。
  公園の主要機能は利用されなくなった地下駐輪場を掘り起こし、地下に公園を計画した。
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